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第 243 回例会
日時：2022 年 11 月 17 日（木）　於：八戸プラザホテル 18：30 〜　▶司会　関川文子

▶ビジター　なし　▶ゲスト　なし　▶四つのテスト　工藤良弥

　昨日は栗山恵子様、本当に素晴らしいお歌をありがとうございました。私剣吉に友達がおりまして、
今から何十年か前にお祭りに誘われて行った時に、始めて山車の上で手踊りをしたり歌を歌うという
のを見て、日本中見てもあまりないのではないかなと思うお祭りですごく感動して、それから数年通
い詰めました。その時に、広場でステージがあって確か恵子さんが歌われていたと思うんですよ。そ
の時が初めて恵子さんを知るきっかけになったのだと思います。40 周年を迎えられて、芸道一筋と
仰いますけれども、40 年の月日が流れてあの声量ですよ、すばらしい、感動をいただきました。本
当にありがとうございました。

今回のお弁当四つのテスト
工藤良弥　会員

会長要件（小林周子　会長）　

出席報告
川市由紀子　会員

ニコニコボックス
竹本洋子　会員

　それと同時に長年にわたって刑務所の慰問をされているその精神に、本当に感動しております。ロータリーのボランティア精神
の極みだと思います。初代会長さんも保護司をしていらっしゃいます。今の国際ロータリー、ジェニファージョーンズ会長さんが
提唱しています「インクルージョン」全ての人に平等な機会を与えられるように、という思想がまさにそういうことだと思ってい
ます。本当に爪の垢を煎じて飲みたい程、私が何もできていないので、初代会長さんはじめ恵子さんを目標に頑張っていきたいと
思いますので、これからも本当に頑張ってください。応援しております。昨日は本当に感動しました。ありがとうございました。
誕生日祝い

松田郁子会員（8月 17 日生）
　こういう場所で話をするような自分ではなかったのですけれど、初代会長の工藤様にロータリーを紹
介いただいて入らせていただき、色々な事をさせていただいたりお教えいただいたりしまして、自分を
変えることが出来ているのだなと思っている今があります。こうして皆さんと色々な事を楽しみながら
させていただいていることに感謝いたします。このロータリーも、西ロータリーとして何か一つの目的
で皆様がまとまっていけたら、今後また変われるのではないかなと、1つ歳を取って日々考えています。
本日はありがとうございました。
小芝道子会員（11 月 5 日生）
　足が非常に弱くなってきているということを感じていまして、年齢のせいでだんだんこういう風に
なるんだと呑気にしておりましたら、筋肉が落ちて脂肪が増えているという結果が出ました。整形の
先生から、筋肉が脂肪に変わったんじゃないからね、運動をしないともっとダメになるよ、と言われ
まして、去年の 11 月位からラジオ体操を始めました。そのラジオ体操でさえも跳ぶのができずもう
愕然としましたが、半年経ちましたら自由に動くようになったので、運動がいかに大事かということが
凄く良く分かりました。本を読んでいるのが 1番気持ちが良いのですが、それでは体力がつかないと

いうことが良く分かり、励んでから丁度丸 1年が経ちました。これだけは肝に銘じてやっていこうと思っています。認知能力が落
ちていくといいますがそれもまさにそうでした。記憶力、集中力、注意力、判断力、この 4つがちゃんとしていないと認知症の始
まりですね。何をどうしたらずっと暮らしていけるか、ということを考えて日々暮らしております。ありがとうございました。
出席報告（川市由紀子　会員）
会員総数 36 名　出席者数 16 名　出席率 44.4%　
ニコニコボックス（竹本洋子　会員）
小林　周子　会　長：日に日に寒さが増していくと同時にコロナも増えつつあります。インフルエンザにも気をつけなければ
　　　　　　　　　　ならないし、全てにおいて厳しい冬になりそうです！！
栗山　恵子　会　員：お久しぶりでございます。お陰様で昨日無事 40 周年を終える事出来ました。有難うございます。
大嶌　泰雅　会　員：琴さんの "のぞみ "の熱唱に私も "のぞみ "をいただきました。ありがとうございました。
島浦　　理　会　員：先日は職場訪問でバイクを見て欲しかった高校生の頃を思い出しテンションが上がりました。パンメルシの
　　　　　　　　　　ランチもボリュームがありそれでいて後味もよく、野菜を多くとることが健康にいいことだと思いました。
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会員卓話（杉本勉　会員）

古舘　弘行　会　員：たいへんお久しぶりです。
尾崎　雅子　会　員：本日も宜しくお願いいたします。
杉本　　勉　会　員：今日は寒さが身に染みました。軽米では雪が降ったと聞きました。
川市由紀子　会　員：人の心は難しいなあと感じる最近です。感謝の心で頑張ります。
松田　郁子　会　員：こんばんは！本日皆様にお会いできまして嬉しく思います。
関川　文子　会　員：今日も元気に感謝です。
工藤　良弥　会　員：こんばんは。今日も宜しくお願い致します。最近話題がありません。すみません。
藤井美保子　会　員：今年の紅葉は凄く美しく感じます。歌にもあるようにもみじは凄く色鮮やかです。
小芝　道子　会　員：紅葉の紅、イチョウの黄色を愛でる時もなく、あっという間に過ぎ去りました。短い秋です。
竹本　洋子　会　員：日本の折りなす紅葉は世界でも珍しく日光等に外国人が沢山訪れていると今朝のニュースでした。
会員卓話（古舘弘行　会員）

　久しぶりに例会に参加させてもらって緊張しています。昨日は、琴けい子さんの 40 周年に行きま
して、とても感動しました。素晴らしいショーだったと思います。おめでとうございます。色々な人
たちがいっぱい来ていましたけれども、声をかけてもらって名刺を頂いたりして全然面識がない方と
も知り合え、あのような場に参加するのも良いものだなと思っています。これと言ったお話が出来な
いですけれども、よろしくお願いいたします。

会員卓話（栗山恵子　会員）
　お久しぶりでございます。お陰様で昨日は歌手生活 40 周年を 2年半伸びてやっとやらせていただい
て、250 人のお客様に聞いていただきました。40 年の全てを見ていただきたいなと思い今回は 1番先
に祝舞を見ていただきました。その後、ご挨拶を工藤会長さん、市長さん、私の故郷の町長さんから、
乾杯はプラザの会長さんからいただき、普段応援してくださっている大阪の後援会長さんや東京の皆
さんも来てくださいまして 10 名で乾杯をさせていただきました。私の恩師の船村徹先生の作品、男の
花道を歌ったり、歌謡浪曲に挑戦したり、そして今回はえんぶりのお囃子もやっていただいて東京か
ら来たお客様から、生で聞くのはいいねと褒めていただきました。最後は工藤会長さんにコーラスを

入れていただきました。いつも工藤会長さんにコーラスを入れていただいて、慰問に行っても皆さんが涙して会長さんの朗読か
ら私の歌を一生懸命に聞いてくださって、慰問も感動して参ります。また川越少年刑務所で篤志面接員をやらせていただいて 12
年通っております。私は担当の少年の皆さんに 1時間位ホームルームをさせていただいております。色々な曲を持っていき、季
節の歌等を選んで 5.6 曲一緒に歌うんですね。ここでは大きな声で歌っていいからねというと皆大きな声で歌ってくださって、
近況をお話ししたりして、12 年間行かせていただいております。また 12 月に楽しみに行かせていただきたいと思います。
　少しだけ、テレビの仕事が入りまして私の新曲「女龍馬天を駆く」と「八戸哀歌」ができまして 11/9、中野サンプラザで歌わ
せていただきました。放送は 1/3 だそうです。時間が分かりましたらお知らせします。BSのテレビ東京です。次がBSのフジテ
レビで、1月の末か 2月の頭だと思うのですけれども、何とか皆さんに支えていただきながらライブ、ステージ頑張っております。
久しぶりに皆さんにお目にかかれて嬉しくございます。また機会があったら来たいと思います。本日はありがとうございました。

　今日は私の心に残っている「天国と地獄」というお話をしたいと思います。ある男性が死んで閻魔
大王様のところへ行ったら、あなたは天国に行けますと言われました。男性はありがとうございます、
でも天国に行く前に地獄とはどんなところなのか見ていたいと閻魔様にお願いしました。閻魔様は少
しだけ地獄を案内しましょうとその男性を地獄に連れていきました。そこには長いテーブルの上に見
たこともない美味しそうなごちそうが沢山並べてありました。そのテーブルを挟んで両側に地獄にい
る人々が並んでいます。しかし地獄の人々はやせ細り、みんな悲しい顔をしていました。凄く長い箸
を持たされているため、箸でごちそうを掴んで自分の口に運ぼうとしても、途中で落ちて食べることが

出来ないのです。次に天国に案内された男性は、地獄と同じで、長いテーブルに美味しそうなごちそうが並んでおり、その両側
に人々が並んでいる光景を見ました。しかし天国の人々はニコニコしてとても幸せそうな顔をしていました。その訳は分かりま
すか？天国の人々は、自分の箸で掴んだ食べ物を片側にいる人の口に運んであげて、ごちそうを食べていたのです。この違いが
天国と地獄なのです。これが私の好きなお話しですけれども、ロータリーの 4つのテストにも、みんなに公平か、好意と友情を
深めるか、みんなのためになるかどうか、とあります。このことを心にとめて今後奉仕活動を頑張っていこうと考えております。
　またこれも関連したようなお話ですが、CO2排出量削減に向け、2050 年に排出量を実質 0にするカーボンニュートラルを目指
していると新聞の記事にありました。テレビでも放映されている通り、気温上昇を 1.5℃に抑える努力目標を掲げています。この
世界共通の目標を達成できなかった場合、南極で海面が 0.6 ～ 2 ｍ上昇し、水没によって土地を奪われた難民が続出します。台
風クラスの災害が頻発する等人間の生活が困難な状況に陥る可能性を指摘しております。温暖化の影響はすでに顕著化しており
まして、みかんで有名な愛媛県では海外の温暖な国でとれるオレンジやアボカドの栽培が盛んです。茨城県のマンゴー、北海道
のブドウなど、産地形成が変化しているそうです。CO2 排出の内訳は産業部門が 48.9%、製造工業プロセスが 16.1%、家庭部門
は 14.2%ですが、例えば電気ポットを長時間使用しない場合にプラグを抜けば、年間 52 キロのCO2削減に効果があり、他には、
食品ロスの削減、リサイクルの推進等、身近に取り組めることが多いそうです。将来の孫、ひ孫の時代の為にもカーボンニュー
トラルを真摯に考えて実行していきたいと思っております。ご清聴ありがとうございました。
※誌面の都合上、各卓話の内容を割愛させていただいております。ご了承下さい。


